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講時 単位数 2

科目名 健康管理学

担当教員 島津　晃

配当 人社3

開期 前期 木曜日1限

授業テーマ 長寿社会の到来とともに変化する健康づくり施策や健康管理の概念について学習する。

目的と概要

我が国の健康管理は、疾病の早期診断や早期治療から予防へと重点が移行してきた。生活習慣病の予防に
身体運動は効果が期待できる。では、どのような点に留意したらその効果を適切に得ることができるのかを紹介
する。この講義は健康管理の主な施策となる第1次国民健康づくり対策、第2次アクティブ80ヘルスプラン、健
康日本21までの変遷を学ぶ。加えて、健康づくりに果たす運動の役割や高齢化社会の理解と健康管理につい
ても取り組む。

成績評価法 授業取り組み姿勢（30％）、毎回の授業時提出課題（30％）、まとめとしての考査（40％）で総合評価する。

テキスト 健康運動指導士養成講習会テキスト上巻（財団法人健康・体力づくり事業財団）

参考書 必要に応じ紹介する。

履修に
当たっての
注意・助言

積極的な取り組みを期待する。特に授業中の私語は慎むように。

講義計画

第1回　健康づくり施策（１）　健康づくりの概念と歴史、日本における健康づくりの沿革
第2回　健康づくり施策（２）　健康づくり施策、運動、栄養
第3回　健康づくり施策（３）　たばこ対策、健康日本21、中間評価からみた現状
第4回　運動基準（１）　　　　指針策定の経緯
第5回　運動基準（２）　　　　対象とした身体活動・運動強度、運動指針2006
第6回　運動疫学（１）　　　　意義
第7回　運動疫学（２）　　　　運動疫学における暴露、体力と生活習慣病
第8回　健康の概念　　　　　　公衆衛生・予防医学、少子高齢化の健康づくり、
　　　　　　　　　　　　　　 健康づくり活動
第9回　医事法規　　　　　　　医療関係法規
第10回　生活習慣病　　　　　　定義、生活習慣、予防と治療、運動の効果、予防のためのプログラム
第11回　介護予防　　　　　　　介護予防の考え方、推進、実践への方策　
第12回　運動行動変容の理論　　運動開始に先立ってみられるバリア要因、継続させるための行動変容、
　　　　　　　　　　　　　　　逆戻り予防
第13回　運動行動変容の実際　　アドヒアランス、セルフマネジメント技法の適用、
　　　　　　　　　　　　　　　トランスセオレティカルモデルの適用、ソーシャルマーケティング理論、
　　　　　　　　　　　　　　　運動コンサルテーション
第14回　運動行動変容の効果　　フォーマティブリサーチの必要性、プログラム開発方法、評価、
　　　　　　　　　　　　　　　追跡記録、パラダアイムシフトの必要性
第15回　まとめと評価　
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